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令和６年度大分県学力定着状況調査結果 （市町村立学校）

領 域 県正答率 全国正答率 目標値

数と計算 ７４．７ ６９．６ ６７．９

図形 ７１．１ ６５．６ ６３．１

変化と関係 ６１．５ ５８．４ ５９．２

データの活用 ５９．０ ５３．１ ５３．８

観 点 県正答率 全国正答率 目標値

知識・技能 ７５．５ ７０．４ ６９．２

思考・判断・表現 ５０．４ ４６．０ ４５．６

主体的に学習に取り組む態度 ５３．６ ４８．６ ５１．０

小学校算数

○全ての領域において、全国正答率を上回っている。

２ 観点別の結果

○全ての観点において、全国正答率を上回っている。

４ 解答形式別の結果

○全ての解答形式において、全国正答率を上回って
いる。

解答形式 県正答率 全国正答率 目標値

選択 ７４．７ ６９．９ ６７．２

短答 ６９．９ ６４．６ ６３．６

記述 ２０．９ １８．０ ３０．０

■ 結果のポイント
１ 偏差値の経年変化 ３ 領域別の結果

○知識と活用ともに偏差値５０を上回っている。

※目標値・・・学習指導要領に示された内容について標準的な時間をかけて学んだ場合、
正答できることを期待した児童・生徒の割合を示したもの。
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◆ 指導のポイント

■ つまずきが見られた問題

★ 指導の具体例

◆ 指導のポイント

★ 指導の具体例

★同じグラフであっても、折れ線グラフの縦軸の幅を変えること
などによって、見え方が異なることに気付かせることが重
要である。

★統計的な主張については、主張の内容をそのまま受け止め
るのではなく、「このグラフから導く結論は、これで正しいの
か。」という視点で振り返って考えることが大切である。

○折れ線グラフを用いて、伴って変わる２つの数量の変化の特
徴を読み取ることができるようにする。

大問１４（２） 県正答率２０．７％ 県無回答率３０．５％
【ねらい】 １目盛りの大きさが違う２つのグラフをもとに、間違い

を指摘している。

【問題の概要】

２つの地域の気温の変わり方を、それぞれの地域の気温の
変わり方を表したグラフをもとに比較する。 （記述）

【正答例】

２つの地域の気温の変わり方を表したグラフの１目盛りの大
きさの違いをもとに、それぞれの地域の気温の変わり方を比較
する。

令和６年度大分県学力定着状況調査結果 （市町村立学校）小学校算数

大問１３（３） 県正答率２１．１％ 県無解答率１７．３％
【ねらい】伴って変わる２つの数量の関係を式に表して、

その式を使って一方の値からもう一方の値を
求める方法を説明している。

【問題の概要】

はり金の長さと重さの関係を調べた表をもとに、決められ
た重さのはり金の長さを求める。（記述）

【正答例】
表から１m当たりのはり金の重さを求め、はり金の長さと

重さの関係を式に表す。その式をもとに、決められた重さの
はり金の長さを求める。

○伴って変わる２つの数量を見いだして、それらの関係に
着目し、表や式を用いて変化や対応の特徴を考察する
ことができるようにする。

★伴って変わる２つの数量について、それらの関係に着目
して、筋道を立てて考え、知りたい数量の大きさを求め
ることができるようにすることが重要である。

★その際、答えや計算の仕方だけを説明するのではなく、
求め方について、表を用いるなどし、変化の規則性を基
に説明することができるようにすることが大切である。 2


